気象と農業・環境情報セミナーⅡのご案内

－フィールドサーバ・GISを活用した農業のICT化－

　TPP交渉が本格化する中、全国の耕地面積の1/4を擁し、農業の粗生産額の12％を占め、わが国の食糧生産基地としての北海道においては、益々国際競争力を持ち、生産性が高く、安心・安全な農業への期待がこれまで以上に求められています。そこで、7月16日に開催された気象と農業に関するセミナーに引き続き、この度、「北海道の気象と農業」にも執筆された農研機構・北海道農業研究センターの平藤雅之氏と酪農学園大学の小川健太氏を講師に迎えて、第2回目のセミナーを開催する運びとなりました。平藤氏は、フィールドサーバ（無線LANとインターネットを使って屋外の気象データをWeb上で見ることができるモニタリングロボット）を開発し、栽培方法の改善や的確な生産管理を低コストで行う事を可能にしましたが、その開発の経緯や活用事例をご紹介いただきます。また小川氏は、空中写真・人工衛星画像データを活用した農地管理やUAV（無人飛行機）によるモニタリングによる効率的な農業に向けた事例について紹介いただきます。皆様方におかれましてはご多用の折とは存じますが、農業のICT化について興味深いお話を伺えると思いますので多数ご参加賜りますよう何卒宜しくお願い致します。

記

■日 時：平成 25 年 9 月 27 日（金）１３：１５～１５：１５

■会 場：かでる２・７  1070会議室

〒060-0808 札幌市北区北 2 条西 7 丁目 かでる2.7　10F 　TEL 011-204-5100

【プログラム】

13：15～14：20　｢フィールドサーバの活用による農業のICT化事例について｣
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講師：平藤　雅之氏（農研機構・北海道農業研究センター畑作研究領域長）

【プロフィール】1983年東京大学農学系研究科（現在，農学生命科学研究科）・修士課程修了。1995年農学博士（東京大学）。（独）農業・食品産業技術総合研究機構中央農業総合研究センター・フィールドモニタリング研究チーム・チーム長を経て、2011年より、北海道農業総合研究センター 芽室研究拠点畑作研究領域長。筑波大学大学院生命環境科学研究科先端農業技術科学専攻フィールドインフォマティクス研究分野教授（併任）。

14：20～15：00「農業分野におけるリモートセンシング・GISの活用について」
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講師：小川　健太氏（酪農学園大学農食環境学群環境空間情報学准教授）

【プロフィール】1996年東京大学大学院工学研究科地球システム工学修士課程修了。2006年工学博士（2006年）(1996年4月～2008年3月)株式会社日立製作所、2009年酪農学園大学 エクステンションセンター特任准教授、2011年から現職。
15：00～15：15　　質疑応答

■参加費：一般　3,000円、産学官・GIS研究会会員　2,000円

参加費振込先：北洋銀行　本店営業部（普）1822587　北海道産学官研究フォーラム　宛

■主催・連絡先：北海道産学官研究フォーラム／北海道 GIS・GPS 研究会（担当 藤原）

〒007-0803 札幌市東区東苗穂 3 条 1 丁目 2-7-105

TEL:011-787-7650 FAX:011-787-7655 E-mail: fuji@kirari.com
※お申し込みは、9月25日（水）までに、FAXかE-mailでお願い致します。
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